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出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること
　

＜連絡事項＞

· 6/12（月）、13（火）東スタッフがデイケア、木村スタッフがナイトケアへ勤務変更。

· 6/9（金）食事サービス提供委員会あり。通所Gからは佐々木スタッフが出席。次回は7/14（金）開催で、木村スタッフが出席予定。

· 五日市　公様～本日11時退院、青風荘入所されている。通所利用にあたっての手続きは下平SWが行っている。

＜外来情報＞

· 種本　サハ様～5/30実施の血液検査について結果が出ている。中性脂肪の値が高いとのことで、
　　　　　　　直ちに服薬の必要はないが、間食を控え体を動かすよう助言あり。

· 鈴木　茂子様～6/2頭重によりノルバスク処方となっており、本日も継続処方されている。血圧
　　　　　　　高値が続いており、デイケアでも引き続き様子観察とのこと。

· 番沢　政勝様～マスク着用されており、本人様「予防のため」と話されている。鼻詰まりを訴えて
　　　　　　　おり、ひどいようなら副鼻腔炎も考えられるため耳鼻科受診するよう助言あり。
　　　　　　　→デイケアでも鼻の状態を見ていく。

· 清川　厚子様～「外泊したい」との話あり。デイケアプログラムとの兼ね合いもある為、夫様と相
　　　　　　　談するようにと伝えている。

· 村上　元道様～「朝起きるのが辛い」とのことで、眠剤止めとなっている。睡眠状態を見ていく。
· 袴田　淑子様～「眠剤を前のように戻してください」との要求あり。H15年に眠剤調整しており、
　　　　　　　今回はグッドミン追加処方となっている。

· 庭野　弘樹様～定期採血実施している。

＜利用者様情報＞

· 田名部　浩平様～外来から情報あり、週末、本人様が救急車要請の電話をしたとの情報あり。詳細については、明日デイケア利用時に確認する予定。また、ナイトケア利用者様からの情報で、最近うみねこ幸房に上がりこみ、利用者にタバコを要求していることがあるとのこと。⇒休憩時に単独行動が多いため、様子観察していく。

· 古舘　ヨリ様　～2/16来所途中に転倒し手首骨折した件について、デイケア保険支払いの申請手　続きを行っていたが、6/2口座に保険料（￥19,500）が振り込まれたとのこと、本人様より報告あり。

· 高橋　百壽様　～本日昼食時「しんどい」との訴えあり、レストラン移動出来ないと話されている。　表情硬さ見られ、デイケア棟にて食事摂取されるが、汁物とデザート以外は残されている。母様に電話連絡して迎えに来ていただき、早目に帰宅されている。
⇒午前プログラムは参加されているが、表情の硬さ見られ椅子に座ったり立っ
たりを繰り返している。体調不良のときは無理をしないよう声掛けしていく。

· 井畑　光湖様　～湊病院入院中。6/5夜状況確認の為母様に電話連絡を行っている。
　・現在リハビリ中で自力での階段昇降ができるようになったが、まだ痛みが
　あるとのこと。入院期間は未定とのこと。同院の社会復帰訓練施設入所を勧め
　られ、本人様は「行きたくない」と話されるが、主治医にはそのことを伝える
　ことができないでいる。井畑様が暮らしていたアパートは引き払う予定。
　・今後のデイケア利用について通所スタッフに相談希望が聞かれている。
　・青山荘より、交際相手（関秀治様）にたびたび電話をかけていると情報あり。
　入院中であることは伏せて電話している様子であることを母様に伝えている。

· 松永　勘五郎様～週1回の体重測定を月曜に実施することとしていたが、プログラム時間との兼ね
　合いから、火曜日に変更する。

· 柳町　信之様　～6/5夜、本人様より電話連絡あり。肛門からの出血・水の出る感じはなく、医師からは通所利用再開を勧められているとのことであるが、本人様からは「まだ少し痛みがあり、通所は難しい」と話されている。食事については、自炊するようになっており惣菜を買う事は少なくなったとのこと。２ヶ月以上来所されていない為、顔を見たいこと伝えると、「幸房にはいけると思うけど、ナイトケアは無理です。やる事が多くて…」と話される。
⇒うみねこ幸房から、週初めにスタッフが電話連絡行っているが、来所できていない状態であるとの情報受けている。体調の良い時にでも来所するように促すようにする。

＜退院療養計画検討会報告＞

五日市　公様（62）てんかん精神病

保護者　～五日市一男様（兄）

経　過　～小学生の頃よりてんかん症状あり、S44年にてんかんと診断されている。当院へはS44
年4月に初回入院されている。H14年2月4日より2月10日まで、低カリウム血症と急性気管支炎により八戸市民病院入院され、3月1日に当院2回目の入院となっている。

社会資源～年金1級、手帳申請手続き中

ＡＤＬ　～自立

服　薬　～自己管理

ｹｱﾌﾟﾗﾝ　～交通機関の利用、銀行での手続きの仕方、対人関係

課　題　～物事への固執。自己評価と日常生活能力とのギャップ。

目　標　～再入院せず、施設での生活をする。

作　業　～熱心であるが集中しすぎる傾向があり、休憩を取らないことがある。スタッフの評価
には敏感であり、わからないことを「わからない」と言うことが出来ない。作業中のケガにより、右中指が曲がらない。　　　　　

現　状　～精神症状は落ち着いている。以前は干渉的であったが、現在は他者への不満をスタッフに伝える事が出来ている。
肌が弱く湿疹がある。
長期入院により社会性が低下しており、バス利用時にはやや問題が見られている。金銭は自己管理しており、銀行ではＡＴＭを利用することが出来る。
他者との交流なく孤立している。自尊心が高く、他者に命令口調になることがある。
余暇時はラジオを聞いている。座位のまま寝てしまうことがあり、横になるよう促すも「寝てない」と話される。
